
み
る
み
る
、華
麗
な
世
界
に

引
き
込
ま
れ
る
！

華やかできらびやかな世界を見せてくれる「宝塚歌劇」。その存在は知っていても、意外と「見たことがない」という人が多いのでは？
そこで、シティ読者の阪本晧子さんと田中由佳子さんが、月組公演を上演中の宝塚大劇場へ。
９０年の歴史を誇る劇団の魅力を体験してきました。

壮大な歴史ロマンが展開される、
「花舞う長安　―玄宗と楊貴妃―」
１０月１日（金）～１１月８日（月）

宝塚歌劇では、組によって趣の違う舞台を

見ることができるのも魅力です。例えば、１０

月１日（金）～１１月８日（月）の星組公演は、

ダイナミックな舞台姿が目を引くトップスタ

ー・湖月わたるらしい、スケールの大きい舞

台が期待できそう。

演目は、歌劇「花舞う長安　―玄宗と楊貴

妃―」、グランド・ショー「ロマンチカ宝塚’０４

―ドルチェ・ヴィータ！―」。今回の星組公演

では、河村隆一がオリジナル曲を提供してい

ることも話題。宝塚歌劇９０周年の記念すべ

き年にふさわしい、ビッグなアーティストとの

コラボレーションは注目です。この公演を機

会に、タカラヅカの世界を体験してみては？

メジャーなアーティストとのコラボにも注目

また来たい！
夢の世界との出合いに感激
シティ読者による〝タカラヅカ〟観劇体験レポート

目の前の華やかな舞台に、楽しそうな表情

©宝塚歌劇団

宝塚歌劇

中国唐王朝の第六代皇帝・玄宗（湖月わたる）の前に、天下の美女と称
される玉環（後の楊貴妃／檀れい）が現れる。妃を亡くし、失意の底にあ
る玄宗は玉環を気に入り、彼女への愛に夢中になり、皇帝としての執務も
おろそかになっていく。やがて民衆の心は玄宗から離れ、反乱へと向かっ
ていく中、楊貴妃は自らの命を捧げることで玄宗への愛に応えようとして
…。
互いに深く愛し合いながらも、権力や歴史に翻弄される二人の、激しく

も悲しい愛の物語が、絢爛な中国王朝を舞台に繰り広げられます。

「花舞う長安　―玄宗と楊貴妃―」

星組 
公演 

ラ
イ
ブ
な
ら
で
は
の
迫
力
に
感
動

当
日
の
演
目
は
、
王
朝
ロ
マ

ン
「
飛
鳥
夕
映
え
　
―
蘇
我
入

鹿
―
」
と
、
ラ
テ
ン
・
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
「
タ
カ
ラ
ヅ
カ
絢
爛

（
け
ん
ら
ん
）
Ⅱ
　
―
灼
熱
の

カ
リ
ビ
ア
ン
・
ナ
イ
ト
―
」。

飛
鳥
時
代
の
大
和
を
舞
台

に
、
大
き
な
夢
を
持
っ
て
生
き

た
蘇
我
入
鹿
の
激
し
い
青
春
を

描
い
た
「
飛
鳥
夕
映
え
」。
中

臣
鎌
足
な
ど
も
登
場
す
る
歴
史

物
語
に
、
田
中
さ
ん
は
「
ス
ト

ー
リ
ー
が
ち
ょ
っ
と
難
し
か
っ

た
け
れ
ど
（
笑
い
）、
意
外
に

違
和
感
無
く
、
す
ぐ
に
タ
カ
ラ

ヅ
カ
の
世
界
に
入
り
込
め
ま
し

た
」
と
感
想
を
。
ク
ラ
イ
マ
ッ

ク
ス
の
蘇
我
入
鹿
が
死
ぬ
場
面

で
は
、「
悲
し
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
」
そ
う
。

「
タ
カ
ラ
ヅ
カ
絢
爛
Ⅱ
」
は
、

カ
リ
ブ
海
に
浮
か
ぶ
、
情
熱
的

で
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
国
々
の

音
楽
と
、
カ
ラ
フ
ル
な
舞
台
美

術
や
衣
装
で
展
開
す
る
、
ラ
テ

ン
・
ワ
ー
ル
ド
さ
く
裂
の
レ
ビ

ュ
ー
。「
や
っ
ぱ
り
衣
装
に
目

が
い
き
ま
し
た
。
華
や
か
で
、

こ
れ
ぞ
タ
カ
ラ
ヅ
カ
！
っ
て
感

じ
。
そ
れ
か
ら
、
生
の
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
音
楽
が
迫
力
あ
り
ま

す
」
と
阪
本
さ
ん
。
田
中
さ
ん

も
「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
演
奏
し

て
い
る
と
い
う
の
は
今
日
知
り

ま
し
た
。
よ
り
楽
し
め
る
気
が

し
ま
す
」
と
。

ト
ッ
プ
ス
タ
ー
の
彩
輝
直
の

ほ
か
、
こ
の
公
演
で
は
、
90
周

年
な
ら
で
は
の
企
画
で
、
花

組
・
瀬
奈
じ
ゅ
ん
、
雪
組
・
貴

城
け
い
が
特
別
出
演
し
、
よ
り

一
層
華
々
し
い
雰
囲
気
。「
男

役
は
や
っ
ぱ
り
、
カ
ッ
コ
イ
イ

で
す
ね
。
フ
ァ
ン
に
な
る
人
の

気
持
ち
が
わ
か
り
ま
し
た
！
」

と
田
中
さ
ん
。
タ
カ
ラ
ヅ
カ
の

魅
力
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た

よ
う
で
す
。

ライブならではの迫力と、それ
から、親近感みたいなものを感じ
ることができました。宝塚歌劇に
は、今回の月組だけじゃなくて、ほ
かにも組があって、演目もいろい
ろだから、観劇の度に違った楽し
みを感じることができそう。今回
は〝和モノ〟だったので、次は〝洋
モノ〟が見たいです！

一度は見てみたいと思いなが
ら、今まで機会がなかったので
すが、見ることができて良かっ
た！ とても楽しかったので、ま
た観劇したいです。今度は、カレ
を誘ってみようかな…。

〝９０周年〟の記念ロゴの前で
。その長い歴史に驚くふたり

タ
カ
ラ
ヅ
カ
が
好
き
な
お
母

さ
ん
に
連
れ
ら
れ
て
、
子
ど
も

の
頃
に
観
劇
を
し
た
こ
と
が
あ

る
と
い
う
阪
本
さ
ん
。「
タ
カ

ラ
ヅ
カ
は
久
し
ぶ
り
。
演
じ
て

い
る
の
は
み
ん
な
女
性
な
の

に
、
男
役
の
人
が
さ
り
げ
な
く

男
性
の
し
ぐ
さ
を
し
て
い
た
こ

と
に
驚
い
た
覚
え
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
か
ら
、
衣
装
も
楽
し

み
だ
っ
た
ん
で
す
。
だ
か
ら
、

今
日
も
衣
装
が
気
に
な
る
」

一
方
、
田
中
さ
ん
は
「
地
元

な
の
で
す
が
、
な
か
な
か
機
会

が
な
く
て
」
と
、
今
回
が
初
体

験
。
大
劇
場
内
に
入
っ
て
み
て

「
客
席
は
女
性
ば
か
り
か
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
意
外
に
男

性
の
姿
も
見
え
ま
す
ね
。
夫
婦

で
観
劇
し
て
い
る
人
も
い
て
、

何
か
、
い
い
で
す
ね
」。

阪
本
晧
子
さ
ん

田
中
由
佳
子
さ
ん

「飛鳥夕映え ―蘇我入鹿―」 ©宝塚歌劇団

©宝塚歌劇団

「タカラヅカ絢爛（けんらん）Ⅱ ―灼熱のカリビアン・ナイト―」 ©宝塚歌劇団


